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５．計画の基本理念・方針及び目標  

５-１．計画の基本理念・基本方針 

五所川原市における「将来のまちづくりの方向性」や公共交通を取り巻く現状・課

題などを踏まえ、本計画の基本理念と基本方針等を以下のとおり設定します。 

 

【基本理念】 

 

 

 

【基本方針】 

 

 

 

 

 

 

【将来ネットワーク形成の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①市内各地域の拠点間を結ぶ公共交通網（骨格軸）の構築 

・都市の将来像を見据えた公共交通網を構築するため、都市計画マスタープランで

位置付けている都市拠点（五所川原中心部）や生活拠点（金木・市浦の総合支所

等）、観光交流拠点（金木中心部、道の駅等）などを結ぶ「南北軸」「中心軸」と

いった骨格軸の形成をめざします。 

・都市計画と公共交通の一体的取組によ

り、骨格軸沿線における都市機能や居

住の誘導を促進するような「交通まち

づくり」の推進をめざします。 

②骨格軸上の交通拠点の設定 

・骨格軸上に交通拠点を設定し、骨格軸

（南北軸・中心軸・市街地路線）同士

や、骨格軸と広域交通、地域内交通と

の乗継利便性の向上を図ります。 

③小さな交通による最低限の移動の確保 

（地域内交通） 

・骨格軸等の鉄道・路線バス沿線から離

れたエリアにおいては、住宅地・集落

から骨格軸上の交通拠点までの交通手

段（地域内交通）を確保します。 

五所川原地域

市浦地域

金木地域

都市拠点
（五所川原駅・つがる総合病院周辺）

観光交流拠点
（エルムの街周辺）

観光交流拠点
（太宰治記念館周辺）

観光交流拠点
（道の駅十三湖高原）

生活拠点（金木総合支所周辺）

生活拠点
（市浦総合支所周辺）

市街地ゾーン

公共交通を軸とした『活力ある・明るく住みよい豊かなまち』づくり 

基本方針１ 日常生活を支える公共交通の骨格軸の形成 

基本方針２ 小規模需要エリアにおける足の確保 

基本方針３ まちづくりと連携した公共交通網の構築 

基本方針４ 多様な主体間の連携・調整による持続可能な公共交通の構築 

将来ネットワーク形成のイメージ 
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５-２．計画の目標 

本計画においてめざすべき目標について、以下のとおり設定します。 

 

【基本方針１ 日常生活を支える公共交通の骨格軸の形成】 

目標１－① 市内公共交通の「南北軸」の形成 

・五所川原・金木・市浦の３地域をつなぐ公共交通を、市の公共交通の骨格となる重

要な軸（骨格軸）である「南北軸」と位置付けて、その維持・強化を図ります。 
 

目標１－② 
「中心軸」の形成及び、中心部における公共交通サービスの

向上 

・中心部における広域都市機能をつなぐ公共交通を、市の公共交通の骨格となる重要

な軸（骨格軸）である「中心軸」と位置付けて、その効率的かつ利便性の高いサー

ビス提供をめざします。 

都市計画上の市街地ゾーン（住居系用途地域エリア）における利便性の高い公共交

通の確保・維持をめざします。 
 

目標１－③ 「広域交通」の維持・改善 

・五所川原圏域の中心市として、周辺市町村から市内の広域都市機能にアクセスでき

る公共交通ネットワークの構築をめざします。 
 

 

【基本方針２ 小規模需要エリアにおける足の確保】 

目標２－① 利用実態や需要規模に応じた市内路線の維持 

・利用が少なく事業性の低い市内バス路線について、運行経路・本数・ダイヤ等の見

直しや、運行形態・交通モードの変更なども視野に入れて、効率的かつ利用しやす

い路線への再編を検討します。 
 

目標２－② 「小さな交通」による移動の確保 

・空白エリア・路線バス代替の交通手段を検討します。 

・小さな交通の導入にあたっては、交通事業者と行政だけで支えるのではなく、地域

協働による交通手段確保に向けて、新たな制度・仕組みの構築を検討します。 
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【基本方針３ まちづくりと連携した公共交通網の構築】 

目標３－① 地域内外の交流を促進し、地域活性化や観光振興に貢献 

・市としての一体化の促進と地域間の交流と連携の活性化を図るため、市内の各地域

における拠点（生活拠点、観光交流拠点等）と中心部の都市拠点を結ぶ公共交通網

の整備を推進します。 
 

目標３－② 交通拠点の設定と乗継利便性等の向上 

・交通拠点での安全・快適かつ分かりやすい環境整備や、接続ダイヤの改善など、乗

り継ぎしやすい交通結節点としての機能の強化を図ります。 

・交通拠点に人が集まり、賑わいを創出する機能の強化に貢献します。 
 

 

【基本方針４ 多様な主体間の連携・調整による持続可能な公共交通の構築】 

目標４－① 
多様な交通モードの統合・整理による持続可能な公共交通

網の構築 

・鉄道や路線バス等の既存資源を活かしつつ、重複する他交通モードとの調整による

効率化や、鉄道・バスではサービス提供が困難な小規模需要エリアなどについて地

域の関係者が協働・連携しながら確保・維持に向けた取組やタクシー活用などと

いった多様な交通モードを含めた持続可能な公共交通網を構築します。 
 

目標４－② みんなで支える公共交通の構築 

・交通事業者が運行・運営する地域公共交通を行政（国・県・市町村）の補助のみに

よって支えるのではなく、公共交通沿線の施設や関係者の協力を得ながら持続性を

高めていく取組を検討します。 

・情報発信についても、交通事業者や行政のみで行うのではなく、地域（住民・学校・

病院等）や企業（職場・商業施設等）などが連携し、継続的に公共交通の情報発信

や利用促進を行える仕組みを構築します。 
 

目標４－③ 環境に優しく、誰もが利用しやすい交通の形成 

・環境負荷の小さい交通環境の実現に向けて、自動車利用から公共交通利用への転換

や市民の環境配慮行動の促進などに加えて、次世代環境対応車の普及促進などによ

る地域交通のグリーン化をめざします。 

・高齢者をはじめ誰もが利用しやすい交通環境の実現に向けて、低床バスやＵＤ（ユ

ニバーサルデザイン）タクシー等の普及促進を検討します。 
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５-３．地域公共交通網の将来イメージ 

（１）路線の階層化 

市内の地域公共交通網の階層化を行い、戦略的にサービス向上とＰＲを図る「骨

格軸（南北軸・中心軸・市街地路線）」、広域的な移動を支える「広域交通」、地域内

の移動を支える「地域内交通」を定めて、地域公共交通ネットワークの再構築を図

ります。 

 

 

 

路線階層 路線名 

鉄道 
JR 五能線 

津軽鉄道 

路

線

バ

ス 

広域路線 

五所川原～弘前線 

五所川原～青森線 

五所川原～鶴田線（廻堰経由） 

五所川原～豊川線 

五所川原～稲垣線（再賀経由） 

五所川原～出来島線 

五所川原～南広森線（越水経由） 

五所川原～小泊線（金木・中里経由） 

五所川原～小泊線（十三経由） 

五所川原～鯵ヶ沢線（木造経由） 

広田団地線 

五所川原地域 

藻川線（種井経由・高瀬経由） 

高野環状線（北廻り線・南廻り線） 

飯詰能開短大環状線（北廻り線・南廻り線） 

金木地域 金木線 

市街地エリア ELM120 円バス 

その他 

五所川原市行政連絡バス（五所川原～金木～市浦） 

スクールバス 

川倉の湯っこバス 

患者送迎バス 

しーうらんど送迎バス 

薬局バス 

 

  

【路線網の現況】 



49 

 

 

路線階層 役 割 交通モード 

広域交通 

 広域的な移動（主に日常生活）を支

える路線 

 中心拠点で中心軸に結節 

JR 五能線 

路線バス（弘前線、青森線、

鶴田線、豊川線、稲垣線、

出来島線、南広森線、小泊

線（金木・中里経由）、小泊

線（十三経由）、鯵ヶ沢線等） 

骨
格
軸 

南北軸 

 市内公共交通の南北の骨格となる

路線 

 五所川原・金木・市浦の３地域間の

移動（主に日常生活）を支える路線 

津軽鉄道 

路線バス（小泊線） 

 

中心軸 

 市内各地域及び圏域からの目的地

となる広域都市機能同士をつなぎ、

市内公共交通の中心部における骨

格となる路線 

路線バス（ELM120 円バス） 

 

市街地 

路線 

 市街地ゾーン内の住宅地から中心

拠点までの移動を支える路線 

路線バス（ELM120 円バス） 

 

地域内交通 

 市内各地域における地域内移動を

支えるとともに、広域交通や骨格軸

に接続して、日常生活の移動を確保

する路線 

 金木・市浦は地域拠点で南北軸に、

五所川原は中心拠点で中心軸に結

節 

五 所

川原 

路線バス、スクール

バス、乗合タクシー

等 

金木 
スクールバス、乗合

タクシー等 

市浦 
スクールバス、乗合

タクシー等 

 

 

 拠点の機能 交通拠点 

中心 

拠点 

 都市機能が集積する中心部において、人々の移動

の主要目的地となる都市・交流拠点 

 鉄道や骨格軸、広域交通との乗継拠点（ターミナ

ル拠点） 

五所川原駅 

ＥＬＭ 

つがる総合病院 

地域 

拠点 

 地域内交通と広域交通・南北軸との乗継拠点 

 単に乗継拠点であるだけでなく、地域内の生活・

交流機能を合わせ持つ生活拠点 

五所川原駅 

金木総合支所 

市浦総合支所 

  

【路線網の階層化】 

【交通拠点】 
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行政連絡バスと公共交通（路

線バス・鉄道）が重複している

小泊線と津軽鉄道が同時刻に

運行している

その他、薬局バスやしーうらんど

送迎バスなどもある

五所川原市行政連絡バス

小泊線
(金木経由)

小泊線
(十三経由)

金木線

藻川線

豊川線

稲垣線

青森線

弘前線

高野環状線

飯詰能開短大環状線出来島線

南広森線

鶴田線

鯵ヶ沢線

五所川原地域の環状

路線の利用が少ない

スクールバスと路線が

重複する箇所もある

金木線の利用

が少ない

市の財政負担が更に増加

（路線バス欠損額の増大、

行政連絡バスの委託費、ス

クールバス交付金の終了）

車両・ドライバー不足により

将来的に事業継続が困難に

（路線バス、行政連絡バス、

川倉の湯っこバス）

公共交通空白エリアが

存在（市浦地域）

公共交通空白エリアが

存在（金木地域）

五所川原圏域の中心市

として、周辺市町村から

市内の広域都市機能に

アクセスできる公共交通

ネットワークの検討が必要

日常生活のために五所川

原及び金木地域の中心

部へ出てくる必要がある

【地域公共交通の現況・課題図（市全域）】 
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地域内交通
（市浦）

地域内交通
（金木）

南北軸（五所川原～金木～市浦）

中心軸（五所川原駅・つがる総合病院・ELM）

市浦地域

金木地域

五所川原地域

広域交通（小泊）

広域交通
（青森）広域交通（弘前）

広域交通
（鶴田）

広域交通
（鯵ヶ沢）

広域交通
（出来島・南広森）

広域交通
（豊川・稲垣）

市街地路線（若葉・広田など）

地域内交通
（五所川原）

地域内交通
（五所川原）

地域内交通
（五所川原）

広域交通
（十三）

【地域公共交通網の将来イメージ（市全域）】 
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６．目標を達成するための具体施策  

施 策 施策の内容 事 業 

施策① 

南北軸の 

再編  

五所川原・金木・市浦の３地域を

つなぐ「南北軸」は、市の公共交通

の骨格となる重要な軸（骨格軸）

であり、その維持・強化を図る施策。 

事業 1-1 五所川原～市浦間における

公共交通の効率化 

事業 1-2 五所川原～金木間におけ

る公共交通の利便性向上 

施策② 

中心部バス 

路線の再編 

中心部における広域都市機能をつ

なぐ「中心軸」は、市の公共交通の

骨格となる重要な軸（骨格軸）で

あり、その形成・維持・強化を図る施

策。 

事業 2-1 五所川原駅－ＥＬＭ－つ

がる総合病院を結ぶ「中心軸」の形成 

事業 2-2 市街地ゾーン内のバス路線

（市街地路線）の再編 

施策③ 

地域内交通 

の再編 

五所川原・金木・市浦地域におけ

る日常生活の移動手段を将来にわ

たって維持・確保する施策。 

事業 3-1 五所川原地域における地

域内交通の再編 

事業 3-2 金木地域における地域内

交通の再編 

事業 3-3 市浦地域における地域内

交通の再編 

施策④ 

交通拠点の 

機能強化 

骨格軸（南北軸・中心軸・市街地

路線）同士や、骨格軸と広域交

通、地域内交通との乗り継ぎが発

生する交通拠点において、乗継利

便性の向上を図る施策 

事業 4-1 中心拠点における環境整

備・乗継利便性向上の検討 

事業 4-2 地域拠点における乗継利

便性向上の検討 

施策⑤ 

広域路線の 

確保・維持 

五所川原圏域の中心市として、広

域的な移動（主に日常生活）を

支える路線の確保・維持を図り、周

辺市町村から市内の広域都市機

能にアクセスできる公共交通ネット

ワークの構築をめざす施策。 

事業 5-1 五所川原圏域広域交通

の検討 

施策⑥ 

次世代環境

対応車両等

の普及促進 

高齢社会に対応した車両の普及促

進とともに、公共交通の省エネルギー

グリーン化を図る施策。 

事業 6-1 低床車両・小型車両の普

及促進 

事業 6-2 地域交通のグリーン化に向

けた次世代環境対応車の普及促進 

施策⑦ 

利用促進策 

の展開 

公共交通（特に骨格軸）に関する

情報を分かりやすく、積極的に案

内・提供しながら、公共交通の利用

を促進していく施策。 

事業 7-1 情報提供ツール等の作成 

事業 7-2 モビリティマネジメントの実施 

事業 7-3 商店街や観光施設などと

連携した利用促進策の推進 

  

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
の
活
用 
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６-１．施策①：南北軸の再編 

五所川原・金木・市浦の３地域をつなぐ「南北軸」は、市の公共交通の骨格となる

重要な軸（骨格軸）であり、その維持・強化を図る施策です。 

多様な交通モードの統合・整理による効率化を図るとともに、地域間移動の適正で

公平な利用者負担やダイヤ調整等による利便性向上などについて、地域公共交通再編

事業を活用しながら実現していきます。 

更に、南北軸の再編により、各地域に存在している観光交流拠点（斜陽館、道の駅

十三湖高原等）をつなぎ、市民や来訪者の交流促進に貢献します。 
 

【対応する目標】 

目標１－① 市内公共交通の「南北軸」の形成 

目標３－① 地域内外の交流を促進し、地域活性化や観光振興に貢献 

目標４－① 多様な交通モードの統合・整理による持続可能な公共交通網の構築 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 1-1 五所川原～市浦間における公共交通の効率化 

 ・五所川原～市浦間をつなぐ多様な交通モードの統合・整理を行い、地域公共交

通（鉄道・路線バス）への集約を図ります。 

・再編対象は、五所川原～金木～市浦間をつなぐ五所川原市行政連絡バスと路線

バス（小泊線）及び、五所川原～金木間をつなぐ津軽鉄道とします。 

・また、その他交通資源として、しーうらんど海遊館無料送迎バスや薬局バス、

地域拠点連絡バス（中泊町）などが存在しているため、これらとの調整・役割

分担も含めて検討を行います。 

事業 1-2 五所川原～金木間における公共交通の利便性向上 

 ・五所川原～金木間を運行する津軽鉄道と路線バス（小泊線）の連携により、来

訪者や初めて公共交通を利用する人にとって分かりやすく利用しやすいダイヤ

設定等の利便性向上策を検討します。 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業番号 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 1-1 

 

鉄道事業者 

バス事業者 

五所川原市 

      

事業 1-2 

 

鉄道事業者 

バス事業者 

五所川原市 

      

  

再編実

施計画

の策定 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 

事業化 

の準備 

・調整 
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【南北軸再編のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南北軸の利便性向上のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業 1-1 五所川原～市浦間における公共交通の効率化 

事業 1-2 五所川原～金木間における公共交通の利便性向上 

市浦
総合支所

金木総合支所

五所川原市役所

十三

つがる総合病院
五所川原駅

金木駅

中里駅

斜陽館前

市浦
総合支所

金木総合支所

五所川原市役所
（新庁舎）

十三

つがる総合病院

しーうらんど
海遊館前

五所川原駅

金木駅

中里駅

斜陽館前

しーうらんど
海遊館前

行政連絡バス

小泊線

津軽鉄道

南北軸路線

津軽鉄道

地域内交通

地域内交通

現在 鉄道・路線バスと無料の行政連絡バスが競合 将来 南北軸を鉄道と路線バスに集約し、市浦・金木
地域内に導入する地域内交通と接続。
加えて、広域移動の運賃負担軽減策を検討。

南北軸

道の駅

現在 五所川原駅~金木駅間を走る津軽鉄道と路線バス（小泊線）はJR接続を考慮したダイヤを設定しているため、
同じ時間に発着したり、また走っていない時間がある状況。

五所川原駅金木駅

走って
いない
時間

走って
いない
時間

鉄道・バスが同じ時間に走っている

五所川原駅金木駅

将来 南北軸（鉄道・バス）のダイヤ調整により、五所川原駅発着のダイヤを等間隔に調整（30分ヘッドなど）

南北軸
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６-２．施策②：中心部バス路線の再編 

中心部における広域都市機能をつなぐ「中心軸」は、市の公共交通の骨格となる重

要な軸（骨格軸）であり、その形成・維持・強化を図る施策です。また、都市計画上

の市街地ゾーン（住居系用途地域エリア）の住宅地から中心拠点までの移動を支える

「市街地路線」の維持・強化を図ります。 

平成 28 年 10 月に実施した 120 円バスの抜本的な見直し前後の利用実態や検証結果

に加え、人口分布状況や都市計画上の位置付けなどを踏まえて、中心部バス路線の再

編を検討します。 
 

【対応する目標】 

目標１－② 「中心軸」の形成及び、中心部における公共交通サービスの向上 

目標４－② みんなで支える公共交通の構築 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 2-1 五所川原駅－ＥＬＭ－つがる総合病院を結ぶ「中心軸」の形成 

 ・五所川原駅－ＥＬＭ－つがる総合病院を結ぶ中心軸を形成し、五所川原駅～つ

がる総合病院（中心市街地）と交流拠点であるＥＬＭ周辺の回遊性向上につな

げます。 

・中心軸上の交通拠点（中心拠点）において、広域交通・南北軸・市街地路線・

地域内交通などから乗り継ぐことで、広域都市機能にアクセスできる環境を整

備します。 

事業 2-2 市街地ゾーン内のバス路線（市街地路線）の再編 

 ・市街地ゾーン（住居系用途地域エリア）において、比較的利用が多く将来的に

一定の事業性が見込める路線・区間に対して、利便性の高い公共交通サービス

の提供（市街地路線）を検討します。 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業番号 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 2-1 

 

バス事業者 

関係施設 

五所川原市 

      

事業 2-2 

 

バス事業者 

関係施設 

五所川原市 

      

  

再編実

施計画

の策定 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 事業化 

の準備 

・調整 地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 
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【中心軸形成及び市街地ゾーン内のバス路線再編のイメージ】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

120円バス（将来） 中心軸（駅・ELM・病院）を形成する。
利用の見込めるバス停の利便性を高める。
新たに需要開発できるエリアを組み込む。

中心軸

五所川原駅

ELM

つがる総合
病院前

南北軸

広域
交通

地域内
交通

広域
交通

地域内
交通

市街地路線

市街地路線

120円バス（見直し後） 人口分布の変化や新たな施設立地に
対応した路線再編

五所川原駅

ELM
（8本/日）

１Ａ⇔１Ｂ

（10本/日）

３Ａ⇔３Ｂ
（12本/日）

５Ａ⇔５Ｂ

若葉

松島

市営住宅

コミュニティセンター

営業所

立佞武
多の館

本町

布屋町

米崎

榊森

はるにれ団地

６Ａ⇔６Ｂ

生き活きセンター前

つがる
総合
病院前

富士見団地

利用が少ない

２Ａ⇔２Ｂ

（11本/日）

鎌谷町

一ツ谷

利用が少ない

（8本/日）

４Ａ⇔４Ｂ

（10本/日）

（4往復）

（5往復）

（4往復）

（6往復）

（6往復）

（4往復）

（4往復）

（6往復）

（9往復）

（平成28年10月）

利用が少ない

五所川原駅

ELM

（9本/日）

白バス

（10本/日）

赤バス

（50本/日）30分ヘッド

緑バス

新宮団地西口

松島

市営住宅

米崎

榊森

みどり町市住

営業所

立佞武
多の館

本町

布屋町

利用が少ない

利用が少ない

（9往復）

（9往復）

（10往復）

（10本）

（35往復）

（30往復）

（15往復）

120円バス（見直し前） 白・赤・緑の３コース。五所川原駅とELM
での乗降が多い。

利用が少ない

：利用が多いバス停

：利用が少ない区間

事業 2-1 五所川原駅－ＥＬＭ－つがる総合病院を結ぶ「中心軸」の形成 

事業 2-2 市街地ゾーン内のバス路線（市街地路線）の再編 



57 

６-３．施策③：地域内交通の再編 

五所川原・金木・市浦地域における日常生活の移動手段を将来にわたって維持・確

保する施策です。 

利用の少ない路線バスの見直しや、スクールバス・乗合タクシー等の様々な交通モー

ドを踏まえた効率化、空白エリアや路線バス代替の交通手段の検討などを行います。 
 

【対応する目標】 

目標２－① 利用実態や需要規模に応じた市内路線の維持 

目標２－② 「小さな交通」による移動の確保 

目標４－① 多様な交通モードの統合・整理による持続可能な公共交通網の構築 

目標４－③ 環境に優しく、誰もが利用しやすい交通の形成 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 3-1 五所川原地域における地域内交通の再編 

 ・五所川原地域内の路線バス（環状路線等）を利用実態や移動ニーズに対応した

運行内容に見直します。 

・路線バス・地域内交通とスクール利用の統合化を検討します。 

事業 3-2 金木地域における地域内交通の再編 

 ・津軽鉄道及び小泊線（南北軸）により金木市街地内の商業・観光交流軸の形成

を図ります。 

・利用の少ない路線バス（金木線）を見直して、公共交通空白エリアも含めた効

率的な移動手段確保の検討を行います。 

・路線バス・地域内交通とスクール利用の統合化を検討します。 

事業 3-3 市浦地域における地域内交通の再編 

 ・市浦地域内の公共交通空白エリアにおける効率的な移動手段確保の検討を行い

ます（乗合タクシーの導入など）。 

・路線バス・地域内交通とスクール利用の統合化を検討します。 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業番号 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 3-1 

 

 

 

バス事業者 

五所川原市 

      

事業 3-2 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

五所川原市 

      

事業 3-3 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

五所川原市 

      

  

再編実

施計画

の策定 

地域公共交通再編事業の実施 

見直し 

地域公共交通再編事業の実施 

見直し 

事業化 

の準備 

・調整 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 

評価・検証 

見直し 評価・検証 
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【五所川原地域における地域内交通の再編のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来 環状路線を見直して、集落から中心へ利用しやすい放射状路線にする。中心軸の交通拠点に接続させる。
路線バスとスクール利用の統合化の検討。

ELM商

中心軸

津軽鉄道

藻川線

五所川原営業所

放射状路線

放射状路線 中

小

中

小

小

小

青森線

南北軸路線
路線バスのスクール
利用の検討

放射状路線

放射状路線

路線バスのスクール
利用の検討

路線バスのスクール
利用の検討

路線バスのスクール
利用の検討

病

五所川原駅

公共交通
空白エリア

公共交通
空白エリア

公共交通
空白エリア

現在 五所川原地域内のスクールバスは多くのバス・タクシー車両で運行しており、路線バスが重複する区間がある。
路線バス（環状路線等）は所要時間が長く本数が少ないので利用しづらい。利用が非常に少ない。

五所川原駅

ELM

病

商

津軽鉄道

藻川線

五所川原営業所

飯詰能開短大環状線

高野環状線 中

小

中

小

小

小

青森線

小泊線
スクールバスの運行経路

事業 3-1 五所川原地域における地域内交通の再編 
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【金木地域における地域内交通の再編のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通
空白エリア

金木駅

金木
総合支所

斜陽館前

病

中

高

小

商
商

嘉瀬駅

芦野公園駅

現在 金木線の利用者が少ない。公共交通空白エリアが存在する。スクールバスと路線バスが重複する区間がある。

行政連絡バス 小泊線

津軽鉄道

金木線

川倉駅

公共交通
空白エリア

公共交通
空白エリア

公共交通
空白エリア公共交通

空白エリア

公共交通
空白エリア

事業 3-2 金木地域における地域内交通の再編 

金木駅

金木
総合支所

斜陽館前

病

中

高

小

商
商

嘉瀬駅

芦野公園駅

将来 津軽鉄道及び小泊線（南北軸）により金木市街地内の商業・観光交流軸を形成。金木線を見直して、
乗合タクシー等の導入。路線バス・地域内交通とスクール利用の統合化の検討。

南北軸路線

津軽鉄道

川倉駅

地域内交通

商業・観光
交流拠点

地域内交通

地域内交通

地域内交通の
スクール利用の検討

地域内交通の
スクール利用の検討
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【市浦地域における地域内交通の再編のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市浦
総合支所 病

中
小

現在 生活拠点（市浦総合支所周辺）や観光交流拠点（道の駅）へのアクセス性が弱い。
公共交通空白エリアが存在する。スクールバスと路線バスが重複する区間がある。

行政連絡バス

小泊線（金木経由）

公共交通
空白エリア

公共交通
空白エリア

し~うらんど海遊館

公共交通
空白エリア

太田

十三

金木・五所川原
方面

小泊方面

つがる方面

小泊線（十三経由）

道の駅
十三湖高原

中の島公園入口

スクールバスの運行経路

事業 3-3 市浦地域における地域内交通の再編 

市浦
総合支所

病

中
小

将来 小泊線（南北軸）による市浦総合支所、道の駅等へのアクセス検討。患者送迎バスを見直して、
公共交通空白エリア等への乗合タクシー等の導入。路線バス・地域内交通とスクール利用の統合化の検討。

南北軸路線

道の駅
十三湖高原

し~うらんど海遊館

太田

十三

金木・五所川原
方面

小泊方面

つがる方面

小泊線（十三経由）

地域内交通

地域内交通の
スクール利用の検討

地域内交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通

地域内交通の
スクール利用の検討
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６-４．施策④：交通拠点の機能強化 

骨格軸（南北軸・中心軸・市街地路線）同士や、骨格軸と広域交通、地域内交通と

の乗り継ぎが発生する交通拠点において、乗継利便性の向上を図る施策です。 
 

【対応する目標】 

目標３-① 地域内外の交流を促進し、地域活性化や観光振興に貢献 

目標３-② 交通拠点の設定と乗継利便性等の向上 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 4-1 中心拠点における環境整備・乗継利便性向上の検討 

 ・中心拠点（五所川原駅・ＥＬＭ・つがる総合病院）における乗継利便性の向上

を図ります。 

・安全・快適かつ分かりやすい環境整備や、接続ダイヤの改善など、乗り継ぎし

やすい交通結節点としての機能の強化を図ります 

 

事業 4-2 地域拠点における乗継利便性向上の検討 

 ・地域拠点（五所川原駅・金木総合支所・市浦総合支所）における地域内交通と

骨格軸等の乗継利便性の向上を図ります。 

 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業番号 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 4-1 

 

 

 

鉄道事業者 

バス事業者 

関係施設 

五所川原市 

      

事業 4-2 

 

 

 

鉄道事業者 

バス事業者 

五所川原市 

      

 

 

  

再編実

施計画

の策定 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 

事業化 

の準備 

・調整 

 

 

 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 
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【中心拠点における環境整備・乗継利便性向上の検討イメージ】 

交通拠点 交通拠点の現状 環境整備・乗継利便性向上 

五所川原駅 ・鉄道（JR・津軽鉄道）の改札口付近

で路線バスに関する情報がほとんど

提供されていない。一方、バス乗場

にも鉄道の情報がない。 

・バス乗場には路線別の時刻表は表示

されているが、各路線の主な経由地

や概略図がないため初めて利用する

人には分かりづらい。 

・また、駅～つがる総合病院間や駅～

ＥＬＭ間（120 円バス）などの本数

が多い区間の案内が不十分。 

・駅前のタクシー乗場位置は分かりや

すいが、タクシーに関する情報がほ

とんどない。 

・増加傾向にある訪日外国人への案内

が不十分。 

・鉄道改札口付近及びバス乗場にお

いて、相互の乗継利用がしやすい

ように、情報提供を工夫する。 

・バス乗場に方面別の概略図と主な

経由地を示す案内板の設置を検

討する。骨格軸については他路線

とは区別して、利便性の高さが一

目で分かるような工夫をする。 

・案内表示等においては、駅・バス

乗場のレトロな雰囲気活かしつ

つ分かりやすいデザインを検討

する。 

・多言語表記を検討する。 

ＥＬＭ ・120 円バスのみが乗り入れしており、

路線バス等の情報が提供されていな

い。 

・120 円バスの待合室があり、雨風を

しのげる待合環境は整っている。 

・広域交通及び地域内交通としての

路線バスの乗り入れを検討する

とともに、総合的な公共交通の情

報提供や乗場案内などを検討す

る。 

つがる総合 

病院 

・路線バスの待合室があり、雨風をし

のげる待合環境は整っている。 

・待合室内には、病院を経由する路線、

経由しない路線の案内や、路線ごと

の時刻表の表示がある。 

・一方、どの各方面にバスが出ている

かを示す概略図や、本数の多い病院

～駅間の案内が不十分。 

・バスの待合室内に方面別の概略図

と主な経由地を示す案内板の設

置を検討する。骨格軸については

他路線とは区別して、利便性の高

さが一目で分かるような工夫を

する。 

 

 

 

【地域拠点における乗継利便性向上の検討イメージ】 

交通拠点 交通拠点の現状 環境整備・乗継利便性向上 

五所川原駅 事業 4-1 と同様 事業 4-1 と同様 

金木 

総合支所 

・金木線のバス停が金木総合支所前の

県道 101 号にある。 

・小泊線は金木総合支所に停まらない

（最寄りバス停は斜陽館前）。 

・南北軸（小泊線）や地域内交通の

乗り入れを検討するとともに、総

合的な公共交通の情報提供や乗

場案内などを検討する。 

市浦 

総合支所 

・小泊線（十三経由）のバス停が市浦

総合支所前にある。 

・小泊線（金木経由）は市浦総合支所

に停まらない（最寄りバス停は相内

北口）。 

・南北軸（小泊線）や地域内交通の

乗り入れを検討するとともに、総

合的な公共交通の情報提供や乗

場案内などを検討する。 

  

事業 4-1 中心拠点における環境整備・乗継利便性向上の検討 

事業 4-2 地域拠点における乗継利便性向上の検討 
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６-５．施策⑤：広域路線の確保・維持 

五所川原圏域の中心市として、広域的な移動（主に日常生活）を支える路線の確保・

維持を図り、周辺市町村から市内の広域都市機能にアクセスできる公共交通ネット

ワークの構築をめざす施策です。 

具体には県による計画策定や再編事業の取組の中で進めていきます。 
 

【対応する目標】 

目標１－③ 「広域交通」の維持 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 5-1 五所川原圏域広域交通の検討 

 ・青森県地域公共交通網形成計画に基づき、五所川原圏域での計画策定や管理体

制構築などを検討します。 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業番号 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 5-1 

 

 

 

交通事業者 

青森県 

関係市町村 

五所川原市 

      

 

【青森県地域公共交通網形成計画における広域路線バス見直しに関する記載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

再編実

施計画

の策定 

地域公共交通再編事業の実施 

評価・検証 見直し 準備・調整 
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６-６．施策⑥：次世代環境対応車両等の普及促進 

高齢社会に対応した車両の普及促進とともに、公共交通の省エネルギーグリーン化

を図る施策です。 
 

【対応する目標】 

目標４－③ 環境に優しく、誰もが利用しやすい交通の形成 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 6-1 低床車両・小型車両の普及促進 

 ・車両の更新に合わせて、低床車両（ノンステップ・ワンステップ）の普及促進

を図ります。 

・地域内交通の実証運行実施にあたって、小型車両（ジャンボタクシー等）など

の導入を検討します。 

・ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシー※の普及促進を図ります。 

事業 6-2 地域交通のグリーン化に向けた次世代環境対応車の普及促進 

 ・地域内交通の実証運行実施にあたって、小型の次世代環境対応車などの普及促

進を図ります。 

 

※ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシーとは、健康な方はもちろんのこと、足腰の弱い高

齢者、車いす使用者、ベビーカー利用の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが利用しやすい

“みんなにやさしい新しいタクシー車両”であり、街中で呼び止めても良し、予約しても

良しの誰もが普通に使える一般のタクシーである（出典：UD タクシー研究会ホームページ） 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業番号 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 6-1 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

五所川原市 

      

事業 6-2 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

五所川原市 

      

  

評価・検証 見直し 

随時導入 

評価・検証 見直し 

随時導入 
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【低床車両・小型車両の導入イメージ】 

・車両更新の際に、低床バス（ワンステップバス等）の導入を検討していきます。 

・ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシーの普及促進を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域交通のグリーン化に向けた次世代環境対応車の普及促進イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

低床バス（左：ワンステップバス、右：ノンステップバス） ＵＤタクシー 

事業 6-1 低床車両・小型車両の導入 

事業 6-2 地域交通のグリーン化に向けた次世代環境対応車の普及促進  

出典：平成 29 年度自

動車局関係予

算決定概要（国

土交通省自動

車局） 
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６-７．施策⑦：利用促進策の展開 

公共交通（特に骨格軸）に関する情報を分かりやすく、積極的に案内・提供しなが

ら、公共交通の利用を促進していく施策です。 

また、利用促進・情報提供の取組を長く続けていくために、多様な関係者と連携し

た仕組みの構築を検討します。 
 

【対応する目標】 

目標４－② みんなで支える公共交通の構築 

 

【現在想定される主な事業】 

事業 7-1 情報提供ツール等の作成 

 ・公共交通の運行内容や利用方法などを知って利用してもらうために、ダイヤ・

ルート・運賃などを掲載した情報提供ツールを作成します。 

事業 7-2 モビリティマネジメント※の実施 

 ・沿線地域や商業、企業、学校、福祉、観光など多様な分野・関係者と連携した

取組により、効果的かつ長く続けられる利用促進・情報発信の方法を検討・実

施します。 

事業 7-3 商店街や観光施設などと連携した利用促進策の推進 

 ・沿線の観光施設や飲食店などと連携し、公共交通（バス・タクシー等）を使っ

て気軽にお出かけを楽しめる企画商品を検討します。 

 

※モビリティマネジメントとは、１人１人のモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも

望ましい方向（過度な自動車利用から公共交通などを適切に利用するなど）に変化するこ

とを促す、コミュニケーションを中心とした交通政策のこと 

 

【実施主体及びスケジュール】 

事業名 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 

事業 7-1 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

五所川原市 

      

事業 7-2 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

五所川原市 

      

事業 7-3 

 

 

 

バス事業者 

タクシー事業者 

鉄道事業者 

五所川原市 

      

  

実施 

評価・検証 見直し 

準備・調整 

実施 

評価・検証 見直し 

準備・調整 

実施 

評価・検証 見直し 

準備・調整 
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【情報提供ツール等の作成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【モビリティマネジメントの実施イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商店街や観光施設などと連携した利用促進策の推進イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業 7-1 情報提供ツール等の作成 

事業 7-2 モビリティマネジメントの実施 

事業 7-3 商店街や観光施設などと連携した利用促進策の推進 

参考：石巻市における総合公共交通マップ 

・石巻市内の路線バ

ス、鉄道、乗合タ

クシー等の公共交

通の情報を集約し

た持ち運びに便利

なサイズのマップ

を作成・配布して

いる。 

 持ち運びに便利なサイズ 公共交通を集約したマップ 

参考：八戸市・八戸圏域のバスパック 

・沿線の観光施設や飲食店などと連携し、路線バ

スを使って、気軽にお出かけを楽しめる「日帰

り路線バスパック」を企画商品化している。 

・チケット購入タイプと、事前購入不要のクーポン

券タイプの２種類がある。 

 

 

 

参考：八戸市における「スマートムーブプロジェクト」 

・「企業向け公共交通利用促進」に向け

て、商工会議所などと連携しながら、

実際に企業に働きかけ、有効な施策

展開のあり方を検討し、本格実施に

向けた基盤構築をめざしている。 

 

参考：子どもたちや高齢者向けの「公共交通の乗り方・マナー教室」の実施（八戸市） 

・次代を担う小中学生や幼児児童

を対象に、渋滞解消・地球温暖

化防止等の観点での公共交通

の大切さ、公共交通の乗り方や

公共マナーを教える出前教室

を実施している。 

 

バスの乗り方教室の開催 乗り方体験・マナー教育 

企業向けモビリティマネジメントツール 

左：八戸酒造酒蔵見学バスパック 

右：ごのへ馬肉料理バスパック 
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７．プロジェクト・施策の進行管理  

本計画を進めるにあたって、「行政」「交通事業者」「地域・住民」の三者が連携し、

一体となって計画目標の達成に向け取り組むことで、持続可能な交通体系の構築を

めざします。 

さらに、公共交通に関係する様々な主体との連携を図ることにより、持続性を高

めるとともに、まちづくりに貢献する公共交通をめざします。 

 

７-１．推進・管理体制 

五所川原市の地域公共交通に係る協議会などにおいて、取組の実施状況の確認、

効果検証や取組改善案などについて協議します。 

また、計画期間における状況の変化を把握しながら、見直しが必要な場合には、

上位・関連計画などと整合性を図りつつ、計画の改定を行っていきます。 

 

表 推進・管理体制 

推進・管理体制 構成員 役 割 

五所川原市 

地域公共交通 

活性化協議会 

・市民 

・学識経験者 

・交通事業者 

・道路管理者 

・交通管理者 

・その他 

・地域公共交通網の見直し・改善（短

期）や持続可能な交通体系の構築に

向けたプロジェクトの検討（中・長

期）などを継続的に協議できる「場」

として位置づける。 

各種専門部会 ※必要に応じて関

係者を招集し、

意見交換を行っ

た結果を事務局

（市）が協議会

に諮る。 

・南北軸・中心軸・地域内交通などの

路線網の再編計画や見直し計画を検

討する。 

・中心拠点（五所川原駅等）における

環境整備・乗継利便性向上の検討 

・利用促進メニューを検討する。 
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７-２．ＰＤＣＡサイクルによる施策の推進・評価 

本計画で掲げた目標（Plan）を確実に達成するため、継続的に取り組む（Do）と

ともに、その取組結果を把握・評価（Check）、問題点があれば見直しを行い（Action）、

新たな取組の計画を立てる（Plan）という、いわゆる PDCA サイクルを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画及び施策・事業の実施・見直しサイクルイメージ 

 

 

  

各施策の改善・見直し

フォローアップ

Plan
(計画)

Do
(実施)

Check
(検証・評価)

Action
(改善・見直し)

実態把握、市民意見の募集

地域公共交通網形成計画

フォローアップ

市民意見の募集

計画の見直し

P

D

C

A

実証運行・実証実験

段階的に実施

実態把握、費用対効果

各施策の詳細な実施計画（地域公共交通再編実施計画）

施
策
ご
と
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
毎
年
）

計
画
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
５
年
後
）
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７-３．目標値の設定 

基本理念及び基本方針の達成状況や施策の効果を把握・検証していくために、定

量的な視点に加え、定性的な視点を組み合わせて指標を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針１ 日常生活を支える

公共交通の骨格軸の形成 

目標１－① 市内公共交通の「南

北軸」の形成 

目標１－② 「中心軸」の形成及

び、中心部における公共交通

サービスの向上 

目標１－③ 「広域交通」の維

持・改善 

基本方針２ 小規模需要エリアに

おける足の確保 

目標２－① 利用実態や需要規

模に応じた市内路線の維持 

目標２－② 「小さな交通」によ

る移動の確保 

基本方針３ まちづくりと連携した

公共交通網の構築 

目標３－① 地域内外の交流を

促進し、地域活性化や観光振興

に貢献 

目標３－② 交通拠点の設定と

乗継利便性等の向上 

基本方針４ 多様な主体間の連

携・調整による持続可能な公共交

通の構築 

目標４－① 多様な交通モード

の統合・整理による持続可能な

公共交通網の構築 

目標４－② みんなで支える公

共交通の構築 

目標４－③ 環境に優しく、誰も

が利用しやすい交通の形成 

基本理念 

公共交通を軸とした『活力ある・明るく住みよい豊かなまち』づくり 

 

 

指標①：南北軸の利用者数 

指標②：中心部のバス利用者数 

指標③：空白エリア解消に向けた取組件数 

指標④：地域内交通の利用者数 

指標⑤：交通拠点における乗継環境の整備箇所数 

指標⑥：公共交通等の維持に関する行政負担額 

指標⑦：ユニバーサルデザイン車両の導入台数 

共通指標：公共交通の市民満足度 
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（１）数値目標の設定 

 

 

路線の再編や幹線区間・交通拠点の設定、利用促進の取組など、公共交通にか

かる取組についての総合的な指標として評価します。 

 

■指標の設定理由 

・「公共交通を軸とした『活力ある・明るく住みよい豊かなまち』づくり」を基

本理念とした本計画は、広大な市全域をカバーできる持続可能な公共交通体

系の再構築を目的としています。 

・本計画が着実に推進した場合には、公共交通の利便性等が高まり市民の方々

の利用満足度が高まることが期待されることから、「公共交通の利便性に対す

る満足度指数」を評価指標とします。 

 

■指標の算定方法 

・公共交通の利便性に対する満足度指数は、市民意識調査における“公共交通

の利便性”（バスや鉄道などの公共交通手段が利用しやすいこと）の満足度指

数の値とします。 

 

■将来目標の設定 

・平成 27 年度の「市民意識調査」における“公共交通の利便性”の満足度指数

は｢2.48｣であり、全施策の満足度指数平均値の「2.60」を下回っています。 

・そのため、全施策の平均値を将来目標とし、達成した場合には本計画は着実

に推進されたと考えます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

公共交通の利便性に対

する満足度指数 
２．４８ ２．６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.38 2.43 2.48 2.60 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

H23 H25 H27

（現況値）

H34

（目標値）

共通指標：公共交通の市民満足度 
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基本方針１のうち「南北軸」の形成にかかる取組についての指標として評価し

ます。 

 

■指標の設定理由 

・五所川原地域～金木地域及び市浦地域を繋ぎ、市の公共交通の骨格となる重

要な軸と位置づけられる南北軸は、金木、市浦地域に居住する方が主な利用

者として想定されます。 

・南北軸が地域にとって有効な移動手段として機能している場合は、利用者数

の維持に繋がることが期待されることから、「南北軸（鉄道及び路線バス）の

年間利用者数」を評価指標とします。 

 

■指標の算定方法 

・南北軸（鉄道及び路線バス）の年間利用者数は、「津軽鉄道」及び「路線バス

（小泊線金木経由）」の年間利用者を合計した値とします。 

 

■将来目標の設定 

・南北軸の主な利用者が居住する金木、市浦地域の人口は、約１割の減少が予

測されています。 

・そのため、沿線人口が大きく減少する中でも、現状の利用者数（現況値：34

万人/年）を維持することを将来目標とし、達成した場合には南北軸の維持・

強化は図られたと考えます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

南北軸（鉄道及び路線

バス）の年間利用者数 
３４万人／年 ３４万人／年 
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南北軸の利用者

数

人口1人当たり利

用回数

人口1人当たり利用回数は、年間

利用者数を人口で除した数値。

人口の現況値は10,735人（国勢調

査／H27）、将来人口は10,092人

（五所川原市人口ビジョン／H32

年）を用いている。

指標①：南北軸の利用者数 
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基本方針１のうち「中心軸」の形成及び中心部における公共交通サービスの向

上にかかる取組についての指標として評価します。 

 

■指標の設定理由 

・中心部に立地する広域都市機能を繋ぎ、市の公共交通の骨格となる重要な軸

と位置づけられる中心軸は、市全域に居住する方が利用者として想定されま

す。 

・中心軸が中心部の有効な移動手段として機能している場合は、利用者数の維

持に繋がることが期待されることから、中心軸及び市街地路線を担う「ELM120

円バスの年間利用者数」を評価指標とします。 

 

■指標の算定方法 

・ELM120 円バスの年間利用者数は、ELM120 円バス各路線の年間利用者を合計し

た値とします。 

 

■将来目標の設定 

・中心軸の利用が考えられる市全体の人口は、１割弱の減少が予測されていま

す。 

・そのため、市全体の人口が大きく減少する中でも、現状の利用者数（現況値：

20.7 万人/年）を維持することを将来目標とし、達成した場合には中心軸の

効率的かつ利便性の高いサービス提供が図られたと考えます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

ELM120 円バスの年間

利用者数 
２０．７万人／年 ２０．７万人／年 
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人口1人当たり利

用回数

人口1人当たり利用回数は、年間

利用者数を人口で除した数値。

人口の現況値は55,181人（国勢調

査／H27）、将来人口は50,903人

（五所川原市人口ビジョン／H32

年）を用いている。

指標②：中心部のバス利用者数 
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基本方針２の小規模需要エリアにおける足の確保にかかる取組についての指標

として評価します。 

 

■指標の設定理由 

・五所川原、金木、市浦の各地域には、鉄道駅及びバス停の徒歩圏域外となる

公共交通空白エリアが存在しています。 

・これらの公共交通空白エリアにおける足の確保に取り組むこと自体が空白エ

リア解消に直結することから、「空白エリア解消に向けた取組件数」を評価指

標とします。 

 

■指標の算定方法 

・空白エリア解消に向けた取組件数は、五所川原、金木、市浦地域における空

白エリア解消に向けた取組件数を合計した値とします。 

 

■将来目標の設定 

・五所川原、金木、市浦の３地域において、空白エリア解消に向けた取組をそ

れぞれ１件以上実施することを目標とします 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

空白エリア解消に向

けた取組件数 
０件 ３件 
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基本方針２の小規模需要エリアにおける足の確保にかかる取組についての指標

として評価します。 

 

■指標の設定理由 

・小規模需要エリアに対応した地域内交通は、人口集積が少ない五所川原地域

の一部や、金木地域、市浦地域に居住する方が利用者として想定されます。 

・地域内交通が地域にとって有効な移動手段として機能している場合は、利用

者数の維持に繋がることが期待されることから、「五所川原・金木・市浦の地

域内交通の年間利用者数」を評価指標とします。 

 

■指標の算定方法 

・五所川原・金木・市浦の地域内交通の年間利用者数は、五所川原・金木・市

浦の地域内交通の年間利用者を合計した値とします。 

・現況値は、五所川原地域の路線バス（藻川線、高野環状線、飯詰能開短大環

状線）及び金木地域の路線バス（金木線）の年間利用者数の合計した値です。 

 

■将来目標の設定 

・市中心部（五所川原・松島・栄地区）以外の人口集積が少ない小規模需要エ

リアの人口は、市人口ビジョンによると約１割の減少が予測されています。 

・そのため、小規模需要エリアの人口が大きく減少する中でも、現状の利用者

数（現況値：29,225 人/年）を維持することを将来目標とし、達成した場合

には利用が少なく事業性の低い市内バス路線の効率的かつ利用しやすい路線

への再編が図られたと考えます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

五所川原・金木・市

浦の地域内交通の年

間利用者数の合計値 

２９，２２５人／年 ２９，２２５人／年 
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査／H27）、将来人口は19,742人

（五所川原市人口ビジョン／H32

年）を用いている。

指標④：地域内交通の利用者数 
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基本方針３の交通拠点の設定と乗継利便性等の向上にかかる取組についての指

標として評価します。 

 

■指標の設定理由 

・五所川原、金木、市浦の各地域における拠点と中心部の都市拠点を結ぶ公共

交通網整備を図ることは、市域の一体化の促進と地域間の交流・連携に貢献

することが期待されます。 

・この実現に向けては、各交通拠点における乗継利便性向上等の交通機能の強

化が重要となることから、「交通拠点における乗継環境の整備箇所数」を評価

指標とします。 

 

■指標の算定方法 

・交通拠点における乗継環境の整備箇所数は、安全・快適かつ分かりやすい環

境整備等を行った中心拠点及び地域拠点の箇所数とします。 

 

■将来目標の設定 

・交通拠点として位置づける「五所川原駅、ELM、つがる総合病院、金木総合支

所、市浦総合支所」の全箇所（５箇所）で乗継環境の整備を実施することを

将来目標とします。達成した場合には、地域間の交流と連携の活性化、交通

拠点を中心とした賑わい創出への寄与が期待されます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

交通拠点における乗

継環境の整備箇所数 
０箇所 全箇所（５箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標⑤：交通拠点における乗継環境の整備箇所数 
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基本方針４の持続可能な公共交通の構築にかかる取組についての指標として評

価します。 

 

■指標の設定理由 

・市内には多様な交通モードが存在し、市民の日常的な移動を確保している反

面、複数のモード間の重複・競合がみられ、民間交通事業者の経営圧迫や行

政負担増大の要因の１つとなっています。 

・持続可能な公共交通を確立するために、路線の統合・整理や効率化、利用・

収支の向上などをめざしていくことは、結果的に市の財政負担の軽減に繋が

ることが期待されることから、「公共交通等の維持に関する五所川原市の財政

負担額」を評価指標とします。 

 

■指標の算定方法 

・公共交通等の維持に関する行政負担額は、鉄道や路線バスに加えて、行政連

絡バス、スクールバス、福祉バス、患者送迎バスといった五所川原市の公共

交通等の維持に関する財政負担額（各年度決算書）を合計した値とします。 

 

■将来目標の設定 

・市の財政負担額は、平成 25 年度と平成 27 年度を比較すると約 1.6 倍に増加

しており、今後も人口減少等による事業環境の悪化などによる増加が予測さ

れます。 

・今後も公共交通等を取り巻く厳しい状況が続くことが予測される中、各種施

策によるサービス改善を図りつつも、現状の財政負担額（現況値：299 百万

円/年）を維持することを将来目標とし、達成した場合には多様な交通モード

の統合・整理による持続可能な公共交通網の構築が図られたと考えます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

公共交通等の維持に

関する行政負担額 
２９９百万円 ２９９百万円 
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基本方針４の誰もが利用しやすい交通の形成にかかる取組についての指標とし

て評価します。 

 

■指標の設定理由 

・五所川原市は、人口減少に加えて、高齢化率の進行も今後顕著となることが

予測されています。 

・増加する高齢者をはじめ誰もが利用しやすい交通環境の実現に向けては、低

床バスやＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシーの導入が有効と考えられ、

「ユニバーサルデザイン車両導入台数」を評価指標とします。 

・指標におけるＵＤタクシーとは、標準仕様ユニバーサルデザインタクシー認

定要領（平成 24 年３月 28 日付け国自旅第 192 号）第６第５項に基づき、認

定された標準仕様ユニバーサルデザインタクシーを言います。 

 

■指標の算定方法 

・ユニバーサルデザイン車両導入台数は、低床バス（ノンステップ車両・ワン

ステップ車両）やＵＤタクシーの導入台数の合計値とします。 

 

■将来目標の設定 

・今後の車両更新等に合わせて、現況値よりもユニバーサルデザイン車両台数

が増加することを目標とし、達成した場合には、誰もが利用しやすい交通の

形成に向けて着実な推進が図られたと考えます。 

 

指 標 現況値（平成２７年度） 目標値（平成３４年度） 

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ

イン車両の導入台数 
０台 現況値より上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標⑦：ユニバーサルデザイン車両の導入台数 
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（２）収集するデータと収集方法 

指標の計測にあたっては、既存のデータを有効活用することで効率的に効果の検

証・分析を進めます。 

表 収集するデータと収集方法 

NO 指 標 収集データ データの収集方法 

共

通 
公共交通の市民満足度 市民意識調査報告書 

市が把握する資料・デー

タ等を用いる 

① 南北軸の利用者数 
鉄道及び路線バスの輸

送実績 

交通事業者より提供を

受ける 

② 中心部のバス利用者数 路線バスの輸送実績 
交通事業者より提供を

受ける 

③ 
空白エリア解消に向けた

取組件数 
取組実績 

市が把握する資料・デー

タ等を用いる 

④ 地域内交通の利用者数 
路線バス及び地域内交

通等の輸送実績 

交通事業者より提供を

受ける 

⑤ 
交通拠点における乗継環

境の整備箇所数 
乗継環境の整備箇所数 

市が把握する資料・デー

タ等を用いる 

⑥ 
公共交通等の維持に関す

る行政負担額 

各交通モードの補助金

額・事業費 

市が把握する資料・デー

タ等を用いる 

⑦ 
ユニバーサルデザイン車

両の導入台数 

バス・タクシー事業者の

車両導入台数 

交通事業者より提供を

受ける 

 

 


